
2024 年夏季号外 日本共産党島根県委員会 ℡0852-24-2444 FAX0852-24-6369 日本共産党の見解を紹介します。 

衆院島根２区 

予定候補 

高知の大学を卒業後、「農業がしたい」

と大田市内の牧場に就職。牛の乳搾りや

掃除、餌やり、子牛の世話など。牛たち

の愛らしさに癒される日々でした。 

1986 年、兵庫県西宮市生まれ。高知県立高知西高校、高知大学人文学

部社会経済学科卒。2008 年、大田市の牧場への就職を機にＩターンし、

９年間勤務。2018 年、大田市議初当選（現在２期目）。趣味は旅行、

ショッピング。 

亀谷さんは市議会で毎回欠かさず質問に立ち、農

業、子育て、医療、福祉、まちづくりなど幅広く論戦。

「若いのにスジを通してねばり強い」と他党の議員か

らも一目置かれる存在です。 

「一人ひとりが大切にされる社会に

したい」――亀谷さんの原点です。

亀谷さんとコンビで頑張ります。 

“自らは裏金を作りながら、家計を苦しめる物価高騰に無為無策” 

“歯止めなき輸入自由化による農業つぶし”  

“福島原発事故を忘れたかのような原発回帰”  
 

「普通に安心して暮らしたい」 

このささやかな願いすら叶わない今の社会 

「アメリカいいなり」「財界のもうけ最優先」の自民党政治による 

「人災」です。 

暮らしと生業、健康、学びに自己責任を強いる 

いまの政治を変えたい。 
 

将来に希望がもてる社会へ 

日本共産党と、そして私、亀谷ゆう子と一緒に 

政治を変えていきましょう。 

ＪＣＰサポーターは「みんなのちょっと

の力を集めて政治を変える」をモット

ーに、共産党を応援したいという人が

集まり、活動しています。 

日本共産党は２０２４年に創立１０２周年を

迎えます。戦前・戦中から命がけで「戦争反対」

「国民主権」を掲げてきた唯一の政党です。貧

困や格差のない、誰もが自由で平等な社会をめ

ざしています。 



 

 

亀谷ゆう子 希望のプラン 

税金の集め方 

使い方を変えて 

益田市での集いで要望を聞く 

日本共産党 

経済再生プラン 

増え続ける大企業の 

内部留保に課税（５年間） 約１０兆円 

大企業優遇税制見直し、 

中小企業なみの法人課税 約８兆円 

軍拡予算・原発・ 

政党助成金などの削減 

約３.２兆円 富裕税などの創設 

約７.４兆円 

大企業からの献金を 

１円も受け取らない党だから実行できます 

 能登半島地震は、地震・津波などの自然災害と原

発事故が同時に起きる複合災害時の避難が難しい

ことを実証しました。しかし、自公政権は原発、石

炭火力にしがみついています。 

●島根原発の再稼働ストップ 

●２０３０年度までにＣＯ2 を最大６０％削減 

●省エネ対策・再エネの促進で、新たな産業と雇用の

創出を 

●豪雨など頻発する自然災害に備え、防災・減災対策

を最優先に 

 世界でも異常なジェンダー平等の遅れの大もと

には、明治時代に強化されたジェンダー差別の構造

を自民党政治が引き継いでいることにあります。 

人権後進国から先進国へ、力を合わせましょう。 

●男女の賃金格差の是正 

●選択的夫婦別姓、同性婚を認める法改正を 

●痴漢ゼロ・あらゆるハラスメントの根絶を 

●１８歳までの医療費無料化、学校給食費は無償に 

だれもが自分らしく 

ＧＥＮＤＥＲ ＥＱＵＡＬＩＴＹ 

ジェンダー平等社会へ 

いまこそ政治の転換を 

私は、子どもや女性、高齢者、障がい者、性的マイノリティ当事者など、

誰もが生きづらさを抱えることのない社会を実現したい。 

●消費税５％減税、インボイス中止、年金削減ストップ 

●中小企業支援とセットで最低賃金の引き上げ 

●医療・介護・障がい福祉・保育などケア労働者の処遇改善 

●輸入自由化を転換し、食料自

給率の向上、農産物の価格保

障と所得補償 

●大学の学費半減、給付型奨学

金制度の抜本的拡充 

●行き過ぎた競争教育の是正 

●医療・介護体制の充実、費用の負担軽減 

●住民の足を守る地域公共交通の支援強化 

2018 年 4 月の県西

部地震で大田市の

被災者から実情を聞

く亀谷氏（右端）と大

平氏（左から２人目） 

中四国防衛局へ申し入れ 

日本をめぐる安全保障の問題は、軍事的解決では

なく、９条をいかした平和外交で。 

●核兵器禁止条約を批准し、核兵器のない世界の 

実現へ 

●米軍機の無法な空中給油（訓練）と低空飛行訓練の

中止を 

●出雲駐屯地、美保基地

の軍備機能強化の中止 

東アジアの平和

構築への提言 

（志位和夫議長） 


